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みなさん、一年間お疲れさまでした。今年は平成から令和へ年号が切替わる
とともに、身の回りの多くのことが変化した年でした。量研では、量子生命科学
領域をはじめとする領域制がスタートし、木津地区では量子応用光学連携研
究グループが発足するなど体制が刷新しました。この関西研だよりが皆さんの手
に届くであろう令和二年には、その変化を関西研の活動に上手に取り込んでい
ければなあと考えているところです。

ところで、日本語では「この度、結婚することになりました！」とか「それは少々
不自然に思われる。」といった「〜になる」とか「れる」といった言い回しをよく使い
ます。「結婚する」のも「思う」のも自分なので、客観的に考えると「結婚します。」
や「不自然に思う。」でも良いような気がしますが、日本文学者の板坂元氏（講
談社「日本人の論理構造」）によると、どうやら日本人の考え方の根底には、物
事の判断というものは、大いなるものの影響下で無自覚無意識のうちに自発的
に生じるものだとする傾向があるようです。年度の切れ目の、「この度、◯◯拠
点に異動になりました！」というも、「大いなるものの影響下」で生じたものだと捉
えている点では同じです。もっとも、流石に無自覚無意識に湧き上がってくるもの
ではないですが。

私たちは日常業務の中で安全確認をはじめとして重要な判断をする場面が
多々ありますが、その際には上の日本語の場合のように自発的に生じるものを待
つのではなく、主体的に自らが判断する必要があります。そのためにも自分の判
断が多少なりとも自分の生まれ育った文化の影響を受けているかもしれないこと
を常に気に留めておくことは大事なような気がします。また、そのような心掛けを持
ちながら多様なバックグランドを持つ私たちが一緒に働いていくことが、量研の
基本理念である「調和ある多様性の創造」につながるのではと思われます。令
和二年も一緒に頑張って参りましょう。

【所長 河内 哲哉】
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１２月４日（水）、５日（木） 第3回QST国際シンポジウム「量子生命科学」
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12月6日（金） 放射光科学研究施設2020A期利用課題公募締切

12月10日（火） 【研究助成金贈呈式】NPO法人日本IDDMネットワーク

12月25日（水） 【見学受入】大阪大学 産業科学研究所

12月27日（金） 令和元年 仕事納め
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1月 ６日（月） 令和２年 仕事始め

1月10日（金）-１２日（日） 第３３回日本放射光学会年会・放射光科学合同

シンポジウム （愛知県産業労働センター）

1月15日（水） 献血（木津川市献血推進協議会共催）

１月29日（水）-１月３１日（金） nano tech 2020 

第１９回国際ナノテクノロジー総合展・技術会議（東京ビッグサイト）

1月29日（水） 文部科学省ナノテクノロジープラットフォーム事業 令和元年度
秀でた利用成果発表会、秀でた利用成果・技術スタッフ表彰
式（東京ビッグサイト）

1月29日（水） 健康診断（木津地区）

1月30日（木） 健康診断（木津地区）

1月30日（木） 【見学受入】私立光泉高等学校、和歌山県立日高高等学校

1月３１日（金） JAPAN NANO 2020 第１８回ナノテクノロジー総合シンポジウム

～ナノテクノロジーが切り拓く量子・バイオ・AI技術～ （東京ビッグサイト ）
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【開催報告】第3回QST国際シンポジウム “Quantum Life Science”

【量子ビーム研究企画室（木津） 織茂 聡 】

QST平野俊夫理事長による開会挨拶

日本に伝統文化体験「能」の解説
（講師：金春流シテ方能楽師：佐藤俊之様）

【開催報告】第3回QST国際シンポジウム “Quantum Life Science（量子生命科学）”

会期：2019年12月4日（水曜日）、5日（木曜日）
会場：奈良春日野国際フォーラム”甍”

第３回QST国際シンポジウムは、昨年に引き続き紅葉真っ盛りの奈良市にて開催されました。 今回のテーマは「量
子生命科学」、208名の参加者が集いました。

2日間にわたり、Luke Lee博士（カリフォルニア大学バークレー校/ USA）、Murali Krishna Cherukuri博士（NIH/ USA）に
よる基調講演をはじめ、国内外の研究者による5つのセッションの他、ポスター発表56件が行われました。また今回は
アトラクションとして、1日目夕刻に日本の伝統文化でもある「能」についての解説や参加者による「能の動き」につい
ても体験頂きました。

新しい研究分野でもある「量子生命科学」について、今後の研究にむけて有意義な国際会議を開催できました。

ポスター賞受賞者表彰式：関西研（木津）の
Kumarさん（左から2番目）が表彰されました。
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光量子科学研究部レーザー医療応用研究グループ（グループリーダー：山川
考一）が進める「針を刺す必要のない血糖値センサー」の開発に対して、全国の
１型糖尿病患者・家族を支援する認定特定非営利活動法人日本 IDDMネットワ
ーク（佐賀県佐賀市）様より、研究助成金2,500万円を賜ることになり、贈呈式を
行いました。

1型糖尿病患者・家族が中心となって運営する日本 IDDMネットワークでは、2005
年の１型糖尿病研究基金設立後、これまで66件、3億5,000万円の研究費助成
を行っておられます。（※本件の研究費助成を含みます）
この基金は、患者・家族自らが「不治の病を治る病にする」、「不可能を可能にす
る」挑戦に賛同いただいた方々からの同法人への直接の寄付並びに“佐賀県
庁への「日本IDDMネットワーク指定」ふるさと納税”など、日本全国の方々からの
ご支援で成り立っています。

関西光科学研究所で行われた贈呈式では、日本IDDMネットワークからは井上龍
夫理事長が、関西光科学研究所からは河内哲哉所長、山川考一グループリ
ーダーが列席し、井上理事長から山川グループリーダーに対して、研究助成の
目録の贈呈が行われました。

贈呈式の様子
（左から、井上理事長、山川グループリーダー、河内所長）

イベント紹介

日本 ネットワーク研究助成金の贈呈式を開催しました（令和元年 月 日）

【管理部 庶務課 】

関西光科学研究所では、今回、ふるさと納税などを通じて寄せられた多くの皆様からのご期待にお応えできるよう、
糖尿病患者の方々の採血にかかる負担を軽減する非侵襲血糖値センサーの一日も早い実用化を目指していきます。

※日本 ネットワーク、今回の研究助成金について詳しくは、下記をご参照ください。

https://japan-iddm.net/
https://japan-iddm.net/news/info/18301/


【開催報告】第 回 セミナー The “Odd” Harmonics – harmonics via the four-step model and terahertz harmonics
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光量子科学

第71回 KPSIセミナー（関西光科学研究所セミナー） では、 Institut national de la recherche
scientifique (INRS), Québec, Canada（カナダのケベック州立大学院大学科学研究所）の尾崎恒之
教授に関西来日の機会に合わせてセミナーを行っていただきました。

セミナーには高強度場科学研究グループ、先端レーザー開発グループを中心に19名の参加
者があり、尾崎先生の日本人とは思えない（？！）、流暢な英語での講演、参加者による議論
が行われました。

尾崎先生は、すでに25年近く前となりますが、当時の日本原子力研究所･関西研に新しくレー
ザー分野をテーマとした研究所をつくるときの検討委員のお一人（委員長：宅間宏先生）でもあり
、これまでも招待講演や研究会にも参加頂いたことがある馴染みの深い先生です。 また、私の
大学院時代の研究室･助手でもあったのでかれこれ30年近いお付き合いとなりました。

※KPSIセミナーについて： https://www.qst.go.jp/site/kansai-english/29630.html

木津地区では国内外の著名な研究者をお招きして学術的に最先端の専門的なセミナーを開
催しています。開催にあたっては関西光科学研究所 Webサイトやメーリングリストを活用し、関西
研内外に開催案内を行っています。（参加費無料･事前登録制）

【量子ビーム研究企画部（木津駐在） 織茂 聡】

セミナー会場の様子（関西研G201室、2019年12月6日）

講師の尾崎恒之教授（INRS、ケベック（カナダ））

実験棟（C101室、C102室、C103室)及び、きっづ光科学館ふぉとんの見学
※C102、C103はクリーンルームとなっております。(左から2枚目、3枚目）

https://www.qst.go.jp/site/kansai-english/29630.html


放射光科学

負熱膨張材料で更に新たな進展：新材料の‟温めると縮む”効果、2つのメカニズムの同時発生で高まることを発見

「電荷移動」と「極性−非極性転移」が同時に起こることで負熱膨張が増強されることを発見。通信や半導体分野で利用できる熱膨張しない

新たな物質の開発に道。

東京工業大学、神奈川県立産業技術総合研究所、近畿大学、高輝度光科学研究センター、量研、九州大学、早稲田大学の研究グ
ループは、ニッケル酸ビスマス（BiNiO3）と鉄酸ビスマス（BiFeO3）の固溶体が、金属間電荷移動と極性−非極性転移という2つの異なるメカニズム
が同時に発現することで、温めると縮む負の熱膨張が増強されることを発見しました。負熱膨張材料は光通信や半導体製造装置など精密な
位置決めが求められる局面で、構造材の熱膨張を打ち消すゼロ熱膨張物質の作製に有効です。今回発表の成果は、特性がより安定した
負熱膨張材料の設計につながると期待されます。

【放射光科学研究センター 次長 綿貫 徹、 高圧・応力科学研究グループ 上席研究員 町田 晃彦】

図：BiNi1-xFexO3の負熱膨張メカニズム。0.20 ≤ x ≤ 0.50では、
サイト間電荷移動と極性―非極性転移が同時に起こること
により、負の熱膨張が増強されます。
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この研究成果は11月18日付けで米国化学会誌｢Journal of the American Chemical Society（DOI：10.1021/jacs.9b10336）」のオンライン版に掲載されました。

プレスリリース：https://www.qst.go.jp/site/press/35675.html

本研究では、ニッケル酸ビスマスと鉄酸ビスマスの固溶体「BiNi1-xFexO3」
において、鉄置換の量ｘを増やした場合の結晶構造と電子状態の変化を
従来より詳細に解析しました。その結果、0.05 ≤ x ≤ 0.15では、ビスマスとニッ
ケル間の電荷移動による負熱膨張のみが観測されました。一方、0.20 ≤ x 
≤ 0.50では、PbTiO3の場合と同様の極性から非極性の結晶構造転移が電
荷移動と同時に起こり、そのために負熱膨張が増強されていることがわかり
ました（右図参照）。

固溶体BiNi1-xFexO3の鉄置換では、低温で2価が安定なニッケルを3価が
安定な鉄で置換するため、鉄置換量が増えるのに伴って、電荷移動に寄
与するNi2+の量は減少します。このため、体積収縮の割合は、x = 0.05で2.8%
であるのに対し、x = 0.15では2.5%に減少します。この減少ペースでいくと、x 
= 1.0で体積収縮が消失することが予測されますが、実際には、0.20 ≤ x ≤
0.50で極性−非極性転移が電荷移動と同時に起こるため、負熱膨張が増
強されて鉄置換量が増えても体積収縮は2%に留まることが分かりました。鉄
置換量を変化させても体積収縮の割合が変化しないことは、負熱膨張材
料の特性が組成に対して安定に発現することを意味します。

固溶体では結晶構造の乱れがしばしば生じますが、乱れた結晶構造を
解明するために量研の放射光X線全散乱計測による二体分布関数解析
技術が用いられました。

https://www.qst.go.jp/site/press/35675.html
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２０１９年１１月２０日に東京大学本郷キャンパスにて開催された「第２回結
晶工学×ISYSE合同研究会」において、放射光科学研究センターコヒーレントX
線利用研究グループの杉谷寛弥RA（リサーチアシスタント）が見事、研究発表
奨励賞を受賞しました。

この研究会は応用物理学会の結晶工学分科会とISYSE（電子材料若手交
流会）の合同で開催されたもので、おもに若手研究者や大学（院）生を対象と
したものです。受賞した研究発表奨励賞は対象となる講演件数３５件の中から
３件が選ばれたもので、杉谷RAの日頃からの不断の努力が結実した受賞と言
えます。

受賞対象となった講演題目は「放射光その場X線回折によるInGaN/GaN多重量子井
戸ナノワイヤの構造評価」で、SPring-8のBL１１XUに設置された表面X線回折計を用いて
実施した研究成果です。多重量子井戸ナノワイヤは将来の可視光（緑～黄色）領域
の発光デバイスの構造として期待されているものの、微細構造が故に詳細な構造解析
が困難とされてきました。杉谷RAはSPring-8の高輝度放射光を利用することで、多重量
子井戸ナノワイヤ成長中の構造解析に初めて成功し、量子井戸層の結晶歪みや組
成の積層数依存性を明らかにしました。杉谷RAからは「研究発表にて初めて受賞する
ことが出来てとてもうれしく思います。周りの方のご指導あっての受賞だと考えております。
ありがとうございます。この受賞を機に益々研究に励んでいきます。」と喜びのコメントを
いただきました。

研究発表奨励賞を受賞した杉谷寛弥 RA

第２回結晶工学×ISYSE合同研究会にて研究発表奨励賞を受賞

【放射光科学研究センター コヒーレントX線利用研究グループ 主幹研究員 佐々木 拓生】

大型放射光施設SPring-8の量研ビームライン・
BL11XUで作製した多重量子井戸ナノワイヤ



所内活動

京都府山城南保健所との共催：「食を通じた健康づくりキャンペーン」を開催しました。

令和元年１２月１３日（金曜日）、関西光科学研究所（木津地区）にて京都府山城南保健所
との共催で「食を通じた健康づくりキャンペーン」を実施しました。全国的にも、血中脂質や尿酸
値、血糖値が高い傾向にある人が高齢化に伴い多くなってきています。食事や栄養の偏りを正
すきっかけとして、野菜摂取の大切さを目で見て聞いてみて実践できることをめざしました。

保健所からは「血管年齢測定」や「握力測定」、「呼気中一酸化炭素濃度測定」、「体脂肪

およびカラダ年齢測定」の機器類、「１日に必要な野菜摂取量フードモデルやリーフレット」をお

持ちいただきました。また保健所の管理栄養士、保健師と共に各種体験や実施のサポートをし

て気軽に相談できる雰囲気作りに努めました。 本イベントは保健所の方からのご提案で、初め

ての開催となりましたが、約40名の方が参加され、イベント中は笑顔がたくさん見られました。「楽し

かった」との声を聞くこともでき、職員の方々とコミュニケーションがとれる良い機会にもなりました。

京都府、保健所、木津川市等と連携した「健康づくり」の活動など、今後も、楽しい企画を考え

て「職場の健康づくり」に取り組みたいと思います。よろしくお願いいたします。

【管理部 庶務課 河合 有由美】

血管年齢測定の様子 1日分の野菜摂取量フードモデル イベント概要

体組成計での測定の様子



12月イベント開催しました

今月は、クリスマス仕様のレジンやプラバン、万華鏡、スーパーボール、
キラキラツリーなど、盛りだくさんの工作を行いました！
平日には、学習投影の場として、プラネタリウムを利用いただいたり、梅
美台小学校の1・2年生が2週にわたり科学館を訪れ、毎年恒例になっ
ているワークショップに参加してくれました。
1年生（4クラス：137名）は「ダイヤモンドスコープ」、2年生（5クラス：161
名）は「クラゲのさんぽ」作りに挑戦し、ダイヤモンドの形に見える「万華鏡
」に歓声を上げ、また、静電気でふわっと広がり、浮いたり壁などに引っ
付く「くらげ」に大喜び！ 30分間の工作を満喫していました。
さらに、木津高校から豪州留学生13名を含む生徒26名が来館、プラ
ネタリウムとレーザー・ラボを体験いただきました。
ラボでは粘着テープを用いた摩擦発光に生徒の一人が挑戦。
力加減の難しさに四苦八苦するその姿に、参加者からも笑みがこぼれ
ていました。

梅美台小学生 木津高校生・豪州留学生

クリスマスプラバンレジン クリスマスコープ

http://www.kansai.qst.go.jp/kids-photon



【管理部 庶務課 星野 修平】

【開催報告及び見学受入】
スーパーサイエンスセミナー（Super Science Seminar：S-Cube)開催、実験棟 見学

12月3日（火）に宮城県富谷高等学校の生徒（77名）及び12月5日（木）に宮
城県宮城第一高等学校の生徒（34名）が関西光科学研究所（木津地区）に来所
され、関西研紹介DVD視聴、S-Cube受講、実験棟見学を行いました。
S-Cubeは計3回実施し、研究者が関西研に勤める前の学生時代の話や現在研究

所で行っている研究テーマを紹介しました。専門的な話は難しかった様ですが、
関西研での研究について興味をもっていただけたと思います。

実験棟見学の様子（実験棟2階一般見学エリア）
J-KARENレーザー装置の説明、他
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連携活動

【12月5日】
◆第214回
「コンピュータの中に実験室を作る」
講師：乙部智仁上席研究員

S-Cubeテーマ
【12月3日】
◆第212回 「光で分子を知る、見る、壊す」
講師：遠藤友随上席研究員

◆第213回 「めざせレーザーマスター」
講師：宮坂泰弘研究員

関西光科学研究所の紹介DVD上映（約17分）
1度に最大150名までが視聴可能です。

S-Cubeの様子（講師：宮坂泰弘）



【管理部 庶務課 星野 修平】

【見学受入】 関西光科学研究所（木津地区）実験棟 、きっづ光科学館ふぉとん

12月25日（水）に大阪大学科学体験コースSEEDS2019受講の高校生3名と大
阪大学産業科学研究所の細貝知直教授が関西光科学研究所（木津地区）に来
所され、関西研紹介DVDの視聴、実験棟（実験室内入室：C101及びC103)の見学
及びきっづ光科学館ふぉとんの見学を行いました。
実験棟見学では、放射線発生装置室の見学、防塵服やレーザー用保護ゴー

グルを着用してJ-KARENレーザー装置を間近で見ていただき、実際に装置を
扱う研究者から装置の解説を行いました。きっづ光科学館ふぉとんについて
は自由見学としました。
高校生の皆さんは既に将来研究職に就くことを志望しているとのことで、

本見学を通じて研究現場の具体的なイメージをつかんでいただけのではない
でしょうか。

※関西光科学研究所（木津地区）では、研究所の見学を随時受け付けており
ます。（平日10時～16時の間、要･2週間前迄に事前申込、無料）
詳しくは、下記のWebサイトをご参照ください。
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記念撮影（関西光科学研究所エントラ
ンスホールにて、2019年12月25日）

放射線発生装置のある実験室見学(一時立入）
高強度レーザーと物質の相互作用の研究

防塵服とゴーグルを着用し、J-KARENレーザー装置のある実験室内を見学。クリー
ンルームへの入室は初めての体験とのことでした。

連携活動

https://www.qst.go.jp/site/kansai-overview/2527.html


読み物
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物性物理四方山話

【放射光科学研究センター 量子シミュレーション研究グループリーダー 坂井 徹】

表１．領域横断研究会を開催した科研費・特定領域と新学術領域の略称等。色は領域の活動期間。参加年とは異なる。

物性科学領域横断研究会

１１月２７～２８日に東大理学部・小柴ホールで開催された第１３回物性科学領域横断研究会に参加しました。この研究会は、平成１９年に超伝導研究

の大家である秋光純先生（現岡山大）と物性理論の大家である福山秀敏先生（現東京理科大）が、当時活動していた物性関連の特定領域科研費の領

域代表に呼びかけて、４特定領域合同研究会として発足したもので、その後は毎年、複数の特定領域あるいは新学術領域が共同で開催しています。各研

究領域の最新のホットな研究成果を、専門外の人にもわかるように解説していただけるので、その年の物性科学の進展を俯瞰できることから、私は毎回参加

しています。現在の物性科学の高いアクティビティを反映して、今年度も３つの新学術領域が新たに加わり、今回は８つの研究領域の共同開催でした。これ

までにこの研究会を共同開催した科研費の特定領域と新学術領域を年代順に並べてみました（表１）。その時代の物性科学のトレンドがよくわかるのではな

いかと思います。 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年
スクッテルダイト
分子性導体

量子液晶
機能コア

ハイパーマテリアル

複合アニオン化合物
物質探索のための離散幾何学

ハイドロジェノミクス

分子アーキテクト二クス
ナノスピン変換科学

高次複合光応答分子システム
３D活性サイト
トポロジーが紡ぐ物質科学のフロンティア
J-Physics：多極子伝導系の科学

重い電子系の形成と秩序化
分子自由度が拓く新物質科学

コンピューティクスによる物質デザイン
トポロジカル量子現象

超低速ミュオン
ゆらぎと構造の協奏：非平衡系

異常量子物質
スーパークリーン物質

100テスラ領域のスピン科学
スピン流の創出と制御

ユビキタス元素戦略
フラストレーションが創る新しい物性

この研究会では、優秀な若手の

実験研究者と理論研究者各１名に、

凝縮系科学賞が授与されます。今

回は、超伝導ギャップ測定で功績の

あった橘高俊一郎氏（東大）と、ガラ

スの階層構造の理論で功績のあっ

た水野英如氏（東大）が受賞されま

した。かつての第２回凝縮系科学賞

の理論部門は、当時私の量子シ

ミュレーション研究グループ（JAEA)に

所属していた妹尾仁嗣氏（現在は

理研）が受賞しました。妹尾氏を含

む多くの受賞者が、その後、物性科

学のさまざまな分野で、リーダーシッ

プを取る活躍を見せています。QST

からも、またこのような受賞者を輩出

できるよう、物性科学を盛り上げてい

きましょう。



12月に入り、ぐっと気温が下がってきました。仕事終わりに夜空を眺めていると星や国際宇宙ステーションがはっきりと観察でき、冬の空
気になってきたことを実感します。また夜空の光だけでなく、イルミネーションもきれいな時期です。今年は木津地区では「木津川市 ヒカリ
☆街道」というイベントに参加させていただき、研究所内に関西光科学研究所（ ） の「 K P S I 」イルミ

ネーションを設置してみました。夜になると想定以上に「 K P S I 」 が浮かびあがり、キレイに輝いていました。（庶務課）
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ギャラリー

【撮影：管理部 庶務課（木津） 星野修平、井上茜】

12月の満月 「コールドムーン」 （12月12日） 年内最終日に播磨（上）、木津地区（下）
共にきれいな虹が見えました（12月27日）

播磨科学公園都市で自動運転公道実証運行するバスと小型電気自動車
【撮影：研究企画部（播磨地区） 官野明子】

「木津川市 ヒカリ☆街道」に参加 “KPSI”
関西研（木津地区）でのイルミネーション （12月9～13日）

【撮影：官野明子、井上茜】


